別紙2:情報提供フォーマット

「きぼう」船外実験プラットフォームを利用した
次期フラグシップミッション構想に係る情報提供書
（ミッションアイデア調査）
	１．提供者情報

	1  提供者（法人）名

	例）　日本宇宙大学 

	2  提供代表者名・連絡先（又は担当者名・連絡先）
本書類をご提出頂いた後、意見交換会をお願いする場合がありますので、確実に連絡が取れる方の情報を記載してください。

	（氏名・ふりがな）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちきゅう),地球)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はなこ),花子)
（所属・役職）

日本宇宙大学　総合科理工学部，教授
（住所）

〒ｘｘｘ-xxxx東京都**区**町**番**号
（電話番号・メールアドレス）

TEL : xxx-xxxx-xxxx，E-Mail : **@****.**.jp

	3 所属機関・事業概要（法人の場合）

	情報提供者（法人）の研究内容、分担する研究の概要を説明してください。また、本情報提供内容を実現するために協力が不可欠な機関等がある場合には、その機関等の研究内容や分担する研究などもご記入ください。



	２．対象　＊複数回答可

	□ 世界的に注目されている先端的な科学研究（Proof of Concept：概念実証レベル）
□ 宇宙インフラストラクチャ構築を目指した先端的・基盤的技術実証や新たな宇宙利用創出に向けた技術実証
□ GatewayやArtemis計画につながる月・火星の有人/無人探査のための新技術実証
情報提供内容がどの対象に合致するかチェックを入れてください。
いずれにも該当しない場合には、本調査対象となりません。

	３．船外利用ミッションアイデア

	1. ミッションの目的・概要（当該分野におけるインパクト等を含む）
「きぼう」船外利用を用いた実験・研究のミッションアイデアの概要を要約して記入してください。 科学的・工学的な背景や重要性、実験の提案に至った地上レベルでの研究や実証、過去の宇宙実験の結果などを引用しながらミッションの目的を具体的に記入してください。そして、「きぼう」の船外を利用した宇宙実験によって、何を測定・観察し、どのような実験手法・解析方法を用い、どういった事柄を明らかにしたいのかなどを簡潔に記入してください。なお、本実験・研究で得られる成果によって当該分野に与えるインパクトも含めて記載してください。

	2. 提案するミッションを「きぼう」船外ペイロードで実施する意義・価値
「きぼう」船外での宇宙実験をどのように位置づけようとしているのか、目的とする知見を得るためになぜ「きぼう」の船外を利用することが必須であるのか（なぜ他のアプローチではその知見が得られないのか）、宇宙実験を実施した場合にどのような成果につながる見込みがあるのか、実施しなかった場合に国際的に著しい不利を招く見込みがあるか、等の研究や実証を行う意義・価値について記入してください。

	3. クリティカル技術の識別、その技術成熟度
ミッションを実現する上で、早い段階からの取り組みが必要と識別されるクリティカルな技術要素を記入してください。また、その技術要素の成熟度合いを技術成熟度（Technology Readiness Level）を用いて示してください。（参考：Technology Readiness Level | NASA）

	4. ミッション実施希望時期、期間
実験開始となる希望時期と、ミッションを達成するために想定される曝露期間を記載してください。

例）2024年から3年間　等


	5. 想定されるミッションのサイズ、重量
想定されるミッションの最大サイズと最大質量を記載してください。なお、搭載に関わるサイズの制約などの情報は、別紙1を参照してください。
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